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一
　
は
じ
め
に
　
世
界
の
主
要
通
貨
が
一
斉
に
変
動
相
場
制
（
以
下
「
フ
ロ
ー
ト
制
」
と
い
う
）
に
移
行
し
た
の
が
、
一
九
七
三
年
三
月
で
あ
り
、
当
時
緊
急
避
難
的
措
置
と
い
わ
れ
た
も
の
の
、
現
在
で
は
定
着
し
、
為
替
相
場
制
度
と
し
て
根
を
下
し
た
感
が
あ
る
。
一
九
七
三
年
二
月
一
二
日
に
ア
メ
リ
カ
が
、
金
・
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
対
し
て
Ｉ
〇
％
の
米
ド
ル
の
切
下
げ
を
発
表
し
、
主
要
国
通
貨
は
七
一
年
一
二
月
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
レ
ー
ト
を
守
り
切
れ
ず
、
固
定
レ
ー
ト
制
か
ら
離
脱
し
、
同
年
三
月
一
九
日
に
は
Ｅ
Ｃ
六
カ
国
も
共
同
フ
ロ
ー
ト
制
に
移
行
し
た
。
　
一
九
七
三
年
秋
以
降
の
石
油
危
機
も
、
フ
ロ
ー
ト
制
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
世
界
各
国
は
そ
れ
を
克
服
し
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
一
般
的
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
で
あ
る
オ
イ
ル
・
ダ
ラ
ー
と
い
う
巨
額
の
余
剰
資
金
の
発
生
は
、
ュ
ー
ロ
・
ダ
ラ
ー
市
場
を
拡
大
し
、
投
機
家
に
い
つ
で
も
投
機
資
金
を
供
給
で
き
る
状
況
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
石
油
危
機
と
そ
れ
が
残
し
た
不
安
定
要
因
に
取
り
囲
ま
れ
た
世
界
経
済
の
中
で
、
フ
ロ
ー
ト
制
以
外
の
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
と
も
言
い
－251 －
う
る
の
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
定
着
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
時
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
じ
て
い
る
。
よ
く
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
と
し
て
は
、
○
貿
易
お
よ
び
資
本
移
動
の
安
定
的
拡
大
が
困
難
、
�
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
為
替
レ
ー
ト
を
守
る
と
い
う
・
節
度
が
通
貨
当
局
に
失
わ
れ
た
結
果
と
し
て
、
国
内
政
策
の
運
営
が
ル
し
ス
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
を
許
容
・
助
長
す
る
、
岫
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
は
、
国
際
収
支
黒
字
国
は
景
気
拡
大
、
赤
字
国
は
景
気
引
締
め
と
い
う
の
が
一
般
的
な
政
策
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
ー
ト
制
下
で
は
主
要
国
が
同
時
並
行
的
に
政
策
運
営
を
行
な
う
傾
向
が
強
く
、
世
界
経
済
の
揺
れ
を
大
き
く
し
て
い
る
、
�
開
発
途
上
国
は
長
期
計
画
を
立
て
に
く
い
（
非
産
油
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
8
u
n
t
r
y
r
i
s
k
は
、
一
種
の
具
体
例
で
あ
る
）
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
フ
ロ
ー
ト
制
が
す
ぐ
に
別
の
為
替
制
度
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。
　
む
し
ろ
、
主
要
国
は
基
本
的
な
通
貨
改
革
に
取
り
組
も
う
・
と
い
う
意
識
は
希
薄
で
、
フ
ロ
ー
ト
制
を
い
か
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
と
い
う
「
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
」
ﾖ
a
n
a
g
e
d
f
l
o
a
t
が
支
配
的
な
観
念
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
七
六
年
三
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
新
協
定
に
お
い
て
も
、
フ
ロ
ー
ト
制
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
こ
の
こ
と
は
現
わ
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
「
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
」
が
、
石
油
危
機
の
下
で
異
常
な
イ
ン
フ
レ
に
対
す
る
安
全
弁
と
し
て
機
能
し
た
と
評
価
し
て
も
、
概
ね
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
ニ
　
フ
ロ
ー
ト
制
の
現
状
　
一
九
七
三
年
三
月
に
出
現
以
降
の
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
純
粋
に
自
由
変
動
す
る
と
い
う
自
由
変
動
相
場
制
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
的
に
主
張
さ
れ
る
自
由
変
動
相
場
制
と
、
現
状
の
フ
ロ
ー
ト
制
と
は
や
や
趣
き
を
異
に
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
「
管
理
－252－
フ
ロ
ー
ト
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
「
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
」
の
現
状
か
二
言
に
し
て
言
う
・
の
は
難
し
い
が
、
村
野
〔
1
0
〕
は
次
の
よ
う
・
に
整
理
し
て
い
る
。
　
○
　
戦
後
の
金
為
替
本
位
制
の
中
心
通
貨
で
あ
る
米
ド
ル
が
金
と
の
交
換
停
止
に
よ
っ
て
本
位
通
貨
の
地
位
を
失
い
、
米
ド
ル
を
　
　
含
ん
だ
諸
通
貨
が
独
立
し
て
変
動
す
る
。
　
○
　
理
論
上
は
、
無
制
限
の
変
動
可
能
で
、
か
つ
恣
意
的
な
変
更
可
能
な
為
替
相
場
を
、
国
際
的
合
意
に
よ
っ
て
管
理
す
る
管
理
　
　
変
動
相
場
措
置
で
あ
る
。
　
昌
　
金
は
制
度
上
の
価
値
尺
度
の
地
位
に
は
お
か
れ
ず
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
が
金
管
理
の
力
を
失
い
、
一
定
の
独
占
価
格
、
管
理
　
　
価
格
を
付
与
す
る
力
を
失
っ
た
の
で
、
金
に
固
定
価
格
を
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
　
糾
　
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
自
ら
の
安
定
を
確
保
す
る
基
盤
を
持
た
ず
、
し
た
が
っ
て
、
根
底
的
に
不
安
で
あ
り
、
そ
の
安
定
は
　
　
有
力
諸
国
の
国
民
経
済
と
、
そ
れ
ら
が
形
成
す
る
国
際
経
済
の
安
定
に
依
存
す
る
。
　
㈲
　
単
な
る
国
際
的
合
意
に
立
脚
す
る
の
で
、
国
際
政
治
の
動
向
に
そ
の
安
定
性
を
左
右
さ
れ
る
。
　
㈲
　
「
総
フ
ロ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
る
が
、
変
動
相
場
制
は
決
し
て
す
べ
て
の
通
貨
が
独
立
に
変
動
す
る
の
で
は
な
い
。
　
管
理
フ
ロ
ー
ト
制
の
大
要
と
し
て
は
大
筋
で
適
当
な
説
明
で
あ
る
が
、
㈲
に
示
さ
れ
た
「
総
フ
ロ
ー
ト
」
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
改
正
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
協
定
で
は
、
旧
協
定
の
固
定
平
価
制
を
義
務
付
け
た
規
定
が
、
㈹
固
定
相
場
制
、
卯
変
動
相
場
制
、
萌
Ｅ
Ｃ
共
同
フ
ロ
ー
ト
の
よ
う
な
グ
ル
ー
ブ
内
の
各
通
貨
価
値
の
相
互
維
持
、
の
為
替
相
場
制
度
の
う
ち
ど
れ
で
も
自
由
に
加
　
　
ぐ盟
国
が
選
べ
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
現
実
に
、
一
九
七
三
年
三
月
に
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
体
制
の
セ
ン
ト
ラ
ル
・
レ
ー
ト
制
が
崩
壊
し
た
後
の
為
替
相
場
制
度
は
、
「
総
フ
ロ
ー
ト
」
と
い
っ
て
も
、
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
。
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そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
㈲
単
独
フ
ロ
ー
ト
制
、
㈲
単
一
通
貨
へ
の
釘
付
け
制
、
㈲
複
合
（
な
い
し
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
通
貨
（
た
と
え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
へ
の
釘
付
け
制
、
卯
条
件
付
き
単
一
通
貨
へ
の
釘
付
け
制
（
条
件
付
き
と
は
、
た
と
え
ば
イ
ン
フ
レ
率
の
格
差
に
し
た
が
っ
た
フ
ォ
ー
ミ
ユ
ラ
を
作
成
し
、
釘
付
け
を
頻
繁
に
変
更
す
る
制
度
。
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
と
考
え
て
よ
い
）
、
㈲
相
互
介
入
に
よ
る
共
同
フ
ロ
ー
ト
制
、
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
工
業
国
は
、
㈲
な
い
し
㈲
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
と
り
、
非
工
業
国
の
大
部
分
は
㈲
㈲
㈲
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
釘
付
け
制
を
採
用
し
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
咄
は
見
方
に
よ
っ
て
フ
ロ
ー
ト
制
の
一
種
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
）
。
　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
調
査
に
ょ
れ
ば
、
一
九
七
五
年
六
月
三
十
日
当
時
の
、
世
界
各
国
の
為
替
相
場
制
度
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
一
二
二
カ
国
中
、
㈲
の
単
独
に
フ
ロ
ー
ト
す
る
通
貨
は
一
一
、
㈲
の
共
同
に
フ
ロ
ｌ
・
卜
す
る
通
貨
は
七
で
合
計
一
八
通
貨
が
フ
ロ
ー
ト
し
て
お
り
（
㈲
は
除
く
）
、
残
り
の
一
〇
四
通
貨
は
特
定
の
国
民
通
貨
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
、
そ
の
他
の
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
釘
付
け
な
い
し
リ
ン
ク
す
る
制
度
を
採
っ
て
い
る
（
第
一
表
）
。
こ
の
よ
う
に
、
釘
付
け
制
度
を
採
る
国
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
開
発
途
上
国
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
に
お
け
る
開
発
途
上
国
の
抱
え
る
問
題
点
で
あ
る
。
ど
の
通
貨
な
い
し
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
リ
ン
ク
す
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
― 254 ―
る
。
　
し
か
し
、
第
一
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
の
一
一
通
貨
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
の
貿
易
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
四
六
・
四
％
、
こ
れ
に
共
同
フ
ロ
ー
ト
の
七
通
貨
の
貿
易
シ
ェ
ア
は
二
三
・
二
％
を
加
え
れ
ば
、
六
九
・
八
％
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
通
貨
が
国
際
金
融
上
支
配
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
・
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
開
発
途
上
国
の
p
e
g
g
i
n
g
ｐ
r
0
b
l
e
m
は
二
次
的
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
三
　
フ
ロ
ー
ト
制
下
の
開
発
途
上
国
の
実
態
　
一
九
七
三
年
以
降
の
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
、
開
発
途
上
国
は
い
か
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
の
か
は
、
国
際
通
貨
体
制
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
余
り
包
括
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
般
的
に
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
フ
ロ
ー
ト
制
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
や
ド
ル
再
切
下
げ
、
総
フ
ロ
ー
ト
化
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
を
蒙
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
ま
ず
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
開
発
途
上
国
は
い
か
な
る
対
応
を
し
て
い
る
か
を
考
察
し
よ
う
。
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
通
貨
は
一
一
、
共
同
フ
ロ
ー
ト
通
貨
は
七
で
、
計
一
八
通
貨
が
フ
ロ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
先
進
工
業
国
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
ま
さ
に
フ
ロ
ー
ト
し
て
い
る
の
は
、
先
進
工
業
国
の
主
要
な
通
貨
に
す
ぎ
ず
、
開
発
途
上
国
通
貨
の
大
半
は
何
ら
か
の
形
で
ペ
ッ
グ
な
い
し
リ
ン
ク
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
考
え
ら
れ
る
開
発
途
上
国
の
為
替
制
度
は
、
次
の
四
つ
で
あ
ろ
う
・
。
　
㈲
　
ド
ル
・
リ
ン
ク
― 255－
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㈲
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
（
一
九
七
四
年
六
月
以
前
は
ド
ル
・
リ
ン
ク
と
同
じ
）
　
㈲
　
何
ら
か
の
フ
フ
ー
ー
‐
ト
　
㈲
　
ポ
ン
ド
な
い
し
フ
ラ
ン
・
リ
ン
ク
㈲
は
、
単
独
フ
ロ
ー
ト
、
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ペ
ッ
グ
だ
が
、
先
進
国
間
の
フ
ロ
ー
ト
に
伴
う
・
不
確
実
性
を
減
じ
、
輸
出
増
進
と
イ
ン
フ
レ
の
相
殺
を
目
的
と
す
る
。
　
第
二
表
は
、
開
発
途
上
国
の
為
替
相
場
制
度
を
、
一
九
七
一
～
七
五
年
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
二
百
万
人
以
上
の
六
一
カ
国
に
つ
い
て
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
二
九
七
一
年
」
二
月
）
、
一
九
七
三
年
六
月
、
一
九
七
五
年
六
月
の
時
点
に
お
け
る
リ
ン
ク
の
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
を
列
挙
し
て
お
こ
う
・
。
　
‥
】
い
　
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
圈
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
フ
ラ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
諸
国
は
ポ
ン
ド
、
そ
の
他
の
開
　
　
発
途
上
国
は
ド
ル
に
リ
ン
ク
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
・
ポ
ン
ド
圈
で
も
ド
ル
に
リ
ン
ク
し
た
国
は
多
い
（
為
替
レ
ー
ト
が
割
高
　
　
だ
っ
た
り
、
よ
り
以
上
の
切
上
げ
に
反
対
が
あ
っ
た
国
な
ど
）
。
全
体
で
、
六
一
カ
国
の
う
ち
、
輸
入
額
シ
ェ
ア
で
三
〇
％
が
Ｇ
Ｆ
Ｐ
　
　
　
（
金
、
フ
ラ
ン
な
い
し
ポ
ン
ド
）
に
リ
ン
ク
し
、
四
一
％
が
ド
ル
に
平
価
固
定
（
ド
ル
切
り
下
げ
分
だ
け
切
下
げ
）
、
二
九
％
が
ド
ル
　
　
以
上
に
切
下
げ
た
。
　
昌
　
一
九
七
三
年
中
頃
ま
で
に
、
ド
ル
・
リ
ン
ク
の
国
が
増
大
し
た
。
ポ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
・
リ
ン
ク
は
八
％
、
一
〇
％
が
フ
ロ
ー
　
　
ト
、
公
式
に
ド
ル
・
リ
ン
ク
が
五
一
％
、
事
実
上
の
ド
ル
・
リ
ン
ク
（
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
な
い
し
金
リ
ン
ク
）
は
三
一
％
だ
　
　
っ
た
。
　
臼
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
平
価
固
定
の
た
め
、
一
九
七
三
年
中
頃
に
ド
ル
に
非
公
式
に
移
行
し
た
国
は
特
殊
で
、
七
三
年
二
月
の
ド
ル
切
下
　
　
げ
で
、
ド
ル
に
切
上
が
っ
た
が
（
第
二
表
の
（
注
）
の
ｂ
）
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
ド
ル
平
価
固
定
だ
ら
た
の
で
、
そ
の
結
果
ド
ル
に
事
実
上
結
　
　
び
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、
他
の
主
要
通
貨
に
対
し
て
は
フ
ロ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
　
紳
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
ド
ル
に
リ
ン
ク
し
て
い
た
国
は
、
一
九
七
四
年
中
頃
に
ド
ル
平
価
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
分
離
さ
れ
た
の
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
　
　
ド
ル
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
九
七
五
年
中
頃
に
は
、
大
半
の
国
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
よ
り
も
ド
ル
に
リ
ン
ク
し
　
　
た
。
内
訳
は
、
一
九
カ
国
が
ド
ル
・
リ
ン
ク
で
、
四
カ
国
が
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
だ
っ
た
。
　
㈲
　
一
九
七
五
年
中
頃
に
は
、
八
力
国
が
フ
ロ
ー
ト
で
、
五
カ
国
が
ド
ル
・
リ
ン
ク
だ
が
頻
繁
に
調
整
さ
れ
る
準
フ
ロ
ー
ト
で
あ
　
　
る
。
　
㈲
　
一
九
七
五
年
中
頃
に
お
い
て
、
開
発
途
上
国
は
、
フ
ラ
ン
、
ポ
ン
ド
、
ド
ル
の
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
る
こ
と
　
　
な
く
、
圧
倒
的
に
ド
ル
の
み
に
リ
ン
ク
し
た
。
そ
の
規
模
は
輸
入
額
シ
ェ
ア
の
三
分
の
二
で
あ
る
。
輸
入
額
シ
ェ
ア
の
一
九
・
　
　
四
％
が
フ
ロ
ー
ト
（
ハ
カ
国
）
、
ア
フ
リ
カ
八
カ
国
が
フ
ラ
ン
・
リ
ン
ク
で
輸
入
額
シ
ェ
ア
の
二
・
四
％
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
　
　
デ
ィ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
が
ポ
ン
ド
・
リ
ン
ク
で
同
じ
く
五
％
、
マ
ラ
イ
、
イ
ラ
ン
、
ビ
ル
マ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
四
カ
国
　
　
が
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
で
同
じ
く
六
・
五
％
で
あ
る
（
第
一
表
で
は
カ
タ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
第
二
表
で
は
除
か
れ
て
い
る
）
。
　
以
上
が
、
開
発
途
上
国
の
為
替
相
場
制
度
の
実
態
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
は
、
世
界
経
済
を
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
を
一
般
に
流
布
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
三
年
三
月
の
総
フ
ロ
ー
ト
以
後
、
フ
ラ
ン
・
ポ
ン
ド
の
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
く
ら
か
生
じ
た
が
、
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
円
・
マ
ル
ク
の
通
貨
は
発
生
す
ら
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
五
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
が
生
成
・
発
展
す
る
こ
と
か
く
、
む
し
ろ
ド
ル
・
リ
ン
ク
に
移
行
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
危
惧
は
消
滅
し
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
開
発
途
上
国
の
為
替
相
場
制
度
は
、
フ
ロ
ー
ト
し
て
い
る
主
要
国
通
貨
へ
の
リ
ン
ク
の
問
題
で
あ
り
、
あ
る
い
は
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
た
と
え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
へ
の
リ
ン
ク
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
開
発
途
上
国
が
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
損
失
を
蒙
る
こ
と
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
四
　
フ
ロ
ー
ト
制
の
開
発
途
上
国
に
与
え
る
影
響
田
　
ｌ
経
験
的
分
析
ｌ
　
フ
ロ
ー
・
ト
制
、
よ
り
厳
密
に
は
主
要
先
進
国
の
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
が
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
有
益
か
、
そ
れ
と
も
不
利
か
を
考
え
る
と
、
一
般
的
に
は
不
利
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
二
十
カ
国
委
員
会
で
も
開
発
途
上
国
は
固
定
レ
ー
ト
制
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
、
不
確
実
性
の
増
大
と
、
通
貨
・
開
発
計
画
が
困
難
に
な
る
な
ど
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
よ
る
貿
易
多
様
化
の
抑
制
、
貿
易
規
模
の
縮
小
、
保
有
ド
ル
準
備
の
目
減
り
（
実
質
価
値
の
減
少
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
化
は
現
実
に
は
発
生
し
て
い
な
い
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
伴
う
損
失
は
殆
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。
　
以
下
で
は
、
貿
易
規
模
の
変
化
、
二
回
に
わ
た
る
ド
ル
切
下
げ
の
効
果
に
つ
い
て
吟
味
し
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
開
発
途
上
国
の
貿
易
規
模
が
決
し
て
縮
小
せ
ず
、
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ド
ル
切
下
げ
も
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
は
少
な
く
、
プ
ラ
ス
の
効
果
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。
　
　
〔
貿
易
規
模
〕
　
先
進
国
の
間
の
フ
ロ
ー
ト
制
が
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
な
ら
ば
、
開
発
途
上
国
の
輸
出
成
長
は
被
害
を
受
け
、
現
実
に
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
後
の
一
九
七
二
年
に
開
発
途
上
国
の
輸
出
成
長
の
重
要
性
が
相
対
的
に
減
少
し
、
総
フ
ロ
ー
ト
後
の
七
三
－260 －
年
に
は
二
層
ひ
ど
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
を
み
る
た
め
に
、
一
九
六
七
－
七
四
年
の
先
進
国
と
開
発
途
上
国
の
輸
出
の
デ
ー
タ
（
第
三
表
）
を
検
討
し
よ
う
。
　
一
九
六
七
ｌ
七
一
年
に
お
い
て
、
石
油
輸
出
国
を
除
く
開
発
途
上
国
の
輸
出
は
、
先
進
国
よ
り
も
緩
や
か
に
成
長
し
、
開
発
途
上
国
の
平
均
成
長
率
は
先
進
国
の
そ
れ
の
七
〇
％
程
度
に
留
っ
て
い
た
（
９
.
６
５
／
１
３
.
７
２
５
=
０
.
７
０
３
）
°
七
二
年
に
は
、
非
産
油
開
発
途
上
国
の
方
が
先
進
国
よ
り
も
高
い
輸
出
成
長
率
を
示
し
て
い
る
『
１
９
.
３
％
▽
Ｓ
』
政
）
。
七
三
、
七
四
年
に
つ
い
て
も
同
様
で
（
４
５
.
２
｡
４
３
.
０
％
＞
３
６
.
６
｡
　
３
２
.
７
％
ｙ
石
油
輸
出
国
の
輸
出
成
長
は
大
幅
に
増
大
し
た
　
（
８
０
.
９
。
　
２
１
４
.
０
＾
）
°
も
っ
と
も
、
七
三
、
七
四
年
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
ー
ト
以
外
に
大
幅
な
イ
ン
フ
レ
が
輸
出
成
長
を
加
速
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
開
発
途
上
国
の
み
に
有
利
に
作
用
し
た
と
は
い
え
な
い
。
　
次
に
、
主
要
な
開
発
途
上
国
二
十
カ
国
の
製
造
業
輸
出
成
長
に
注
目
し
、
（
翌
湖
岸
圧
偏
石
）
曽
爾
姉
弟
Ｅ
Ｏ
醤
寧
優
）
へ
（
沿
海
拍
○
貫
首
蛙
○
渇
ホ
優
）
の
値
を
求
め
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
比
率
は
、
七
一
年
に
一
・
四
八
だ
っ
た
が
、
七
二
年
に
Ｉ
・
六
六
に
な
っ
て
お
り
、
七
二
年
に
開
発
途
上
国
の
輸
出
が
急
増
し
― 261 ―
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
が
為
替
レ
ー
ト
の
不
確
実
性
を
高
め
、
開
発
途
上
国
の
輸
出
を
妨
げ
る
と
い
う
主
張
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
と
、
一
九
七
三
年
に
始
ま
っ
た
フ
ロ
ー
ト
制
が
、
貿
易
に
つ
い
て
は
、
開
発
途
上
国
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
　
○
　
一
九
七
一
、
七
三
年
に
切
下
げ
ら
れ
た
ド
ル
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
開
発
途
上
国
は
、
切
下
げ
の
機
会
を
獲
得
し
、
　
　
切
下
げ
が
な
い
場
合
に
可
能
だ
っ
た
よ
り
も
高
い
水
準
の
輸
出
が
可
能
だ
っ
た
。
　
�
　
七
三
年
の
フ
ロ
ー
ト
制
移
行
の
副
次
効
果
と
し
て
、
投
機
家
に
よ
る
金
・
商
品
購
入
な
ど
が
商
品
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら
　
　
し
、
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
重
要
な
二
三
の
輸
出
商
品
価
格
（
石
油
を
除
く
）
を
と
る
と
、
七
二
年
の
平
均
に
比
べ
て
七
四
年
の
　
　
ピ
ー
ク
に
は
一
二
〇
％
上
昇
し
輸
出
成
長
に
貢
献
し
た
。
に
集
約
で
き
る
。
　
　
〔
ド
ル
切
下
げ
の
効
果
〕
　
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
調
整
と
一
九
七
三
年
二
月
の
二
回
の
ド
ル
切
下
げ
は
開
発
途
上
国
に
不
利
に
作
用
し
た
と
い
う
・
、
開
発
途
上
国
側
の
主
張
が
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
ド
ル
切
下
げ
の
効
果
と
し
て
は
、
プ
ラ
ス
の
効
果
と
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
ブ
ラ
ス
の
効
果
と
し
て
は
、
　
０
　
金
な
い
し
切
上
げ
通
貨
で
保
有
す
る
外
貨
準
備
の
実
質
価
値
の
上
昇
―262－
　
�
　
ド
ル
表
示
の
対
外
債
務
の
実
質
価
値
の
下
落
　
目
　
ド
ル
表
示
の
商
品
の
実
質
価
格
が
最
初
下
落
　
　
し
て
も
、
需
要
の
反
作
用
が
生
じ
て
、
商
品
価
　
　
格
の
ド
ル
表
示
で
の
上
昇
が
お
こ
る
。
　
聯
　
切
下
げ
ら
れ
た
ド
ル
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
通
　
　
貨
は
切
下
げ
ら
れ
る
か
ら
、
輸
出
が
促
進
さ
れ
　
　
る
と
い
う
予
想
が
生
じ
、
輸
入
を
減
少
さ
せ
、
　
　
国
内
成
長
に
対
す
る
制
約
を
緩
め
る
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
と
し
て
は
、
　
○
　
ド
ル
で
保
有
す
る
外
貨
準
備
の
購
買
力
の
低
　
　
下
、
　
�
　
円
・
マ
ル
ク
の
よ
う
・
な
切
上
げ
通
貨
表
示
の
　
　
債
務
の
返
済
の
実
質
費
用
の
上
昇
　
岫
　
切
上
げ
国
か
ら
の
輸
入
が
、
ド
ル
で
表
示
す
　
　
る
と
割
高
に
な
る
。
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ド
ル
切
下
げ
の
こ
れ
ら
の
効
果
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
推
計
が
あ
る
。
第
四
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
四
表
で
み
る
と
、
開
発
途
上
国
の
対
外
債
務
の
実
質
価
値
の
減
少
に
よ
る
利
益
は
、
ド
ル
準
備
の
購
買
力
の
減
少
と
い
う
損
失
で
相
殺
さ
れ
て
い
る
（
○
印
）
。
貿
易
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
さ
れ
、
先
に
み
た
七
二
、
七
三
年
の
貿
易
規
模
拡
大
と
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
で
あ
る
（
○
印
）
。
交
易
条
件
は
、
切
下
げ
の
結
果
と
し
て
若
干
悪
化
し
た
が
（
ｘ
印
）
、
一
部
は
開
発
途
上
国
自
身
の
政
策
的
な
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
w
e
l
f
a
r
e
g
a
i
n
が
、
交
易
条
件
悪
化
に
よ
る
w
e
l
f
a
r
el
o
s
s
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
ま
た
、
先
進
国
通
貨
に
対
す
る
平
均
切
下
げ
率
は
一
種
の
実
効
為
替
レ
ー
ト
だ
が
、
と
れ
を
輸
出
入
の
米
ド
ル
価
格
の
平
均
上
昇
率
が
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
輸
出
の
増
大
を
も
た
ら
し
、
輸
入
を
減
少
さ
せ
、
貿
易
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
て
い
る
（
△
印
）
。
　
こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
ド
ル
切
下
げ
は
、
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
相
殺
し
、
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
五
　
フ
ロ
ー
ト
制
の
開
発
進
上
国
に
与
え
る
影
響
卯
　
－
理
論
的
分
析
―
　
開
発
途
上
国
が
、
先
進
国
の
フ
ロ
ー
ト
制
に
反
対
す
る
理
論
的
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｏ
不
確
実
性
の
増
大
、
昌
商
品
価
格
変
動
の
増
大
、
白
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
貿
易
多
様
化
の
抑
制
、
紳
外
貨
準
備
の
管
理
、
対
外
債
務
の
管
理
が
複
雑
化
、
㈲
先
物
為
替
市
場
の
整
備
が
必
要
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
理
論
的
に
は
世
界
の
貿
易
金
融
体
制
を
改
善
す
る
の
で
、
開
発
途
上
国
の
輸
出
、
経
済
の
改
善
が
期
待
さ
れ
、
○
～
㈲
の
危
惧
は
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
○
～
㈲
の
理
論
的
根
拠
も
そ
れ
程
強
い
も
の
で
は
な
く
、
実
際
の
救
済
策
で
十
分
対
応
で
き
る
。
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
フ
ロ
ー
ト
制
は
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
決
し
て
不
利
な
も
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
利
益
が
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
開
発
途
上
－264－
国
に
と
っ
て
フ
ロ
ー
ト
制
が
不
利
と
な
る
と
い
う
理
由
の
論
拠
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。
た
だ
、
０
～
㈲
の
全
て
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
よ
り
問
題
点
の
あ
る
日
お
よ
び
紳
の
論
点
だ
け
に
限
定
す
る
。
ト
制
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
調
整
可
能
だ
が
調
整
備
が
大
幅
な
固
定
レ
ー
ト
制
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
フ
ロ
ー
ト
制
と
し
て
は
、
調
整
が
頻
繁
で
、
か
つ
調
整
頓
が
小
幅
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
、
こ
れ
と
固
定
レ
ー
ト
制
と
を
比
較
し
よ
う
。
こ
の
フ
ロ
ー
ト
制
の
方
が
固
定
レ
ー
ト
制
よ
り
も
安
定
的
な
ら
ば
、
不
確
実
性
減
少
に
は
フ
ロ
ー
ト
制
の
方
が
よ
い
と
い
え
よ
　
ま
ず
、
簡
単
な
r
i
s
k
a
v
e
r
s
i
o
n
分
折
を
用
い
て
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
r
i
s
ka
v
e
r
s
i
o
n
は
、
所
得
水
準
が
低
い
開
発
途
上
国
に
適
用
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。
r
i
s
ka
v
e
r
s
i
o
n
の
仮
定
よ
り
、
限
界
効
用
逓
減
が
働
く
か
ら
、
富
の
増
大
に
し
た
が
っ
て
期
。
待
効
用
は
逓
減
す
る
。
第
一
図
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
期
待
効
用
曲
線
は
右
上
り
で
逓
減
す
　
る
。
こ
の
場
合
、
小
さ
い
変
化
の
方
が
、
大
き
い
変
化
よ
り
も
厳
密
に
選
好
さ
れ
る
。
た
と
一
え
ば
、
Ｊ
の
変
化
の
と
き
、
期
待
効
用
の
減
少
は
（
Ａ
Ｃ
-
Ｃ
Ｅ
）
、
Ｊ
の
変
化
の
と
き
、
期
ご
付
効
用
の
減
少
は
（
哨
Ｑ
Ｉ
Ｑ
｀
）
）
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
富
の
大
き
さ
の
変
化
よ
り
も
期
待
〔
不
確
実
性
〕
フ
ロ
ー
ト
制
が
不
確
実
性
を
増
大
す
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
に
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
と
の
比
較
が
必
要
だ
が
、
永
久
固
定
レ
ー
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示
す
こ
と
が
で
き
る
。
固
定
レ
ｌ
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
変
動
は
大
幅
か
つ
稀
な
の
で
λ
で
示
す
の
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
、
小
幅
か
つ
頻
繁
だ
か
ら
β
で
示
す
の
も
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ｊ
］
、
召
の
形
状
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
召
が
λ
よ
り
も
大
き
く
超
え
て
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
・
。
か
く
て
、
第
二
図
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
フ
ロ
ー
・
卜
制
の
方
が
、
不
確
実
性
費
用
が
低
い
と
い
え
よ
う
。
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
偏
差
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
の
レ
ー
ト
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
ま
た
、
召
の
波
動
で
示
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ー
な
効
用
の
減
少
の
方
が
大
き
く
な
る
。
つ
ま
り
’
　
　
　
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
／
Ｂ
Ｃ
-
Ｃ
Ｄ
＞
ｘ
ｉ
＼
、
会
で
あ
る
。
　
次
に
、
第
二
図
を
用
い
て
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
と
、
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
の
大
き
さ
が
ど
の
程
度
か
を
考
え
て
み
ょ
う
。
第
二
図
の
４
は
固
定
レ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
示
し
、
Ｓ
は
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
示
す
。
・
沢
は
平
均
レ
ー
ト
、
瓦
は
所
期
時
間
を
示
す
。
変
動
の
費
用
関
数
は
、
で
示
さ
れ
る
。
平
均
か
ら
為
替
レ
ー
ト
の
偏
差
の
平
方
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
r
i
s
ka
v
e
r
s
i
o
n
の
下
で
の
大
き
な
レ
ー
ト
変
動
の
不
効
用
の
増
大
を
短
期
の
変
動
は
、
こ
の
利
点
を
相
殺
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
変
動
の
頻
度
に
ょ
っ
て
、
変
動
か
ら
の
利
益
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
と
結
論
で
き
る
。
　
第
五
表
は
、
フ
ワ
・
Ｉ
・
卜
制
と
固
定
レ
ー
ト
制
の
比
較
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
固
定
レ
ー
ト
制
の
期
間
と
し
て
は
、
一
九
五
九
年
一
月
？
二
九
七
三
年
一
月
を
と
り
（
一
九
五
八
年
ま
で
は
為
替
統
制
が
あ
っ
た
の
で
除
く
こ
と
と
す
る
）
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
期
間
と
し
て
は
、
一
九
七
三
年
二
月
～
一
九
七
五
年
一
月
を
と
る
。
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
四
半
期
末
の
直
物
相
場
で
あ
る
。
第
五
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
固
定
レ
ー
ト
制
期
よ
り
も
、
フ
ロ
ー
ト
制
期
の
方
が
変
動
は
小
さ
く
（
変
動
係
数
を
比
べ
れ
ば
よ
い
）
、
フ
ロ
ー
ト
制
が
固
定
レ
ー
ト
制
よ
り
も
不
安
定
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
否
定
し
て
い
る
。
と
く
に
、
フ
ロ
ー
ト
制
が
と
ら
れ
た
期
間
は
、
外
国
為
替
市
場
が
不
均
衡
な
と
き
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
初
期
に
お
い
て
フ
ロ
ー
ト
制
が
不
安
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
石
油
価
格
の
上
昇
が
起
っ
て
い
る
な
ど
、
不
安
定
化
要
因
が
多
く
、
フ
ロ
ー
ト
制
に
と
っ
て
不
利
な
期
間
で
あ
っ
た
の
で
尚
更
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
発
進
上
国
は
、
リ
ス
ク
・
ア
バ
ー
ク
ー
と
し
て
行
動
し
、
先
進
国
の
レ
ー
ト
の
小
幅
か
つ
頻
繁
な
変
動
の
方
を
、
大
幅
か
つ
稀
な
変
動
よ
り
も
選
好
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
五
表
の
計
測
結
果
は
、
こ
の
結
論
を
補
強
す
る
― 267 －
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
他
に
、
投
機
的
資
本
移
動
が
フ
ロ
ー
ト
制
で
は
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
破
壊
的
な
フ
ロ
ー
は
、
先
進
国
間
の
も
の
で
、
開
発
途
上
国
間
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
被
害
も
間
接
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
為
替
レ
ー
ト
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
は
国
際
競
争
力
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
提
供
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
開
発
途
上
国
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
通
貨
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
リ
ン
ク
し
て
い
る
国
と
同
じ
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
［
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
の
問
題
］
　
開
発
途
上
国
が
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
抱
え
る
問
題
は
、
先
進
国
に
対
し
て
リ
ン
ク
す
る
際
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
　
日
　
中
心
通
貨
（
リ
ン
ク
し
た
通
貨
）
の
切
上
げ
、
切
下
げ
が
、
開
発
途
上
国
通
貨
の
切
上
げ
、
切
下
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
　
Ｏ
　
中
心
通
貨
の
選
択
に
お
い
て
、
困
難
な
政
治
的
意
思
決
定
を
伴
う
。
　
㈲
　
中
心
通
貨
へ
の
リ
ン
ク
は
、
リ
ン
ク
し
て
い
る
国
以
外
へ
の
輸
出
に
含
ま
れ
る
為
替
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
り
、
貿
易
多
様
化
　
　
と
い
う
開
発
途
上
国
の
努
力
が
損
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
糾
　
も
し
経
済
統
合
に
つ
い
て
見
込
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
異
る
中
心
通
貨
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
な
ら
ば
、
経
済
統
合
が
阻
ま
れ
　
　
る
。
　
㈲
　
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
が
起
る
。
が
挙
げ
ら
れ
る
。
㈲
に
つ
い
て
は
、
即
に
三
に
お
い
て
、
一
九
七
三
年
の
フ
ロ
ー
ト
以
後
、
大
規
模
な
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
て
－268－
い
な
い
こ
と
を
み
た
。
フ
ラ
ン
、
ポ
ン
ド
・
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
、
貿
易
の
小
さ
な
部
分
を
占
め
る
に
留
っ
て
い
る
。
　
日
～
叫
の
問
題
は
、
リ
ン
ク
の
方
法
を
工
夫
す
れ
ば
除
去
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
単
一
の
特
定
国
通
貨
に
リ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
よ
く
、
次
の
二
通
り
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
　
㈲
　
理
想
的
方
法
　
目
標
貿
易
ウ
ェ
イ
ト
為
替
レ
ー
ト
t
a
r
g
e
t
t
r
a
d
e
-
w
e
i
g
h
t
e
dx
c
h
a
n
g
er
a
t
e
に
リ
ン
ク
す
る
方
法
で
あ
る
。
開
発
進
上
国
が
、
単
一
通
貨
に
リ
ン
ク
し
、
不
適
切
な
切
上
げ
・
切
下
げ
を
避
け
た
い
な
ら
ば
、
そ
の
主
要
先
進
国
が
切
上
げ
・
切
下
げ
を
し
て
も
そ
れ
を
蒙
ら
ず
に
済
ま
せ
に
は
、
単
一
通
貨
リ
ン
ク
で
は
な
く
、
貿
易
ウ
ェ
イ
ト
平
均
レ
ー
ト
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
介
入
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
レ
ー
ト
と
は
、
　
　
ｆ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
=
　
ｌ
＾
＾
ｉ
　
Ｔ
ｉ
で
示
さ
れ
、
’
ら
は
開
発
途
上
国
の
レ
ー
ト
の
変
化
、
λ
。
は
開
発
途
上
国
の
貿
易
に
占
め
る
相
手
国
の
貿
易
の
シ
ェ
ア
、
・
ｎ
は
貿
易
相
手
国
の
レ
ー
ト
の
変
化
、
を
示
す
。
開
発
途
上
国
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
に
つ
い
て
、
貿
易
の
弾
力
性
を
正
し
く
認
識
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
正
確
に
適
用
し
う
る
。
　
㈲
　
何
ら
か
の
国
際
標
準
に
リ
ン
ク
す
る
方
法
　
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
現
在
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
で
価
値
決
定
さ
れ
、
一
六
カ
国
通
貨
の
加
重
平
均
値
で
示
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
Ｏ
？
糾
の
諸
問
題
を
か
な
り
改
善
す
る
と
思
わ
れ
る
。
　
㈲
の
方
法
が
理
想
的
で
、
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る
ウ
ェ
イ
ト
が
特
定
の
開
発
途
上
国
の
貿
易
ウ
ェ
イ
ト
と
関
係
が
な
い
と
は
い
え
、
実
際
上
か
ら
言
っ
て
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
望
ま
し
い
も
の
で
あ
― 269 ―
る
。
こ
の
よ
う
に
、
単
一
通
貨
に
リ
ン
ク
す
る
の
で
は
な
く
、
リ
ン
ク
の
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
貨
ブ
ロ
ッ
ク
に
伴
う
諸
問
題
あ
る
い
は
リ
ン
ク
に
伴
う
諸
問
題
は
回
避
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
六
　
結
　
　
び
　
フ
ロ
ー
ト
制
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
新
協
定
で
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
緊
急
避
難
的
措
置
と
し
て
ス
ク
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
初
か
ら
種
々
の
困
難
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
開
発
途
上
国
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
で
は
な
く
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
フ
ロ
ー
ト
制
に
反
対
す
る
根
拠
は
、
開
発
途
上
国
側
に
つ
い
て
余
り
説
得
的
で
は
な
い
。
　
し
か
し
、
開
発
途
上
国
の
金
融
資
本
市
場
は
、
未
発
達
・
未
整
備
で
あ
り
、
先
物
為
替
市
場
の
不
存
在
を
考
え
る
と
、
開
発
途
上
国
の
フ
ロ
ー
ト
制
へ
の
対
応
は
充
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
第
一
表
、
そ
し
て
第
二
表
の
為
替
制
度
あ
る
い
は
為
替
政
策
の
態
様
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
開
発
途
上
国
経
済
そ
れ
自
体
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
・
ま
で
も
な
い
。
昨
今
、
問
題
と
さ
れ
る
開
発
途
上
国
の
累
積
債
務
問
題
も
こ
の
点
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
累
積
問
題
は
、
フ
ロ
ー
ト
制
の
下
で
起
っ
た
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
フ
フ
ー
ト
制
そ
れ
自
体
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
原
因
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
本
論
は
、
累
積
債
務
問
題
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
第
六
表
の
累
積
対
外
債
務
比
率
（
債
務
残
高
対
年
間
輸
出
額
）
、
第
七
表
の
債
務
返
済
比
率
「
輸
出
額
に
対
す
る
債
務
返
済
額
の
比
率
で
、
債
務
返
済
の
重
圧
度
を
示
す
と
い
わ
れ
、
そ
の
比
率
が
」
○
％
を
超
せ
ば
要
警
戒
、
二
〇
％
を
超
せ
ば
要
注
意
、
二
五
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
い
わ
れ
る
）
で
見
て
も
、
た
し
か
に
問
題
な
し
と
は
し
な
い
。
モ
ル
ガ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
の
推
計
で
は
一
九
七
六
年
末
の
非
産
油
開
発
途
上
国
の
債
― 270 －
― 271 ―
務
残
高
は
、
千
八
百
億
ド
ル
、
そ
の
う
ち
民
間
銀
行
に
よ
る
融
資
残
高
は
七
百
五
十
億
ド
ル
（
そ
の
う
ち
、
四
百
五
二
億
ド
ル
は
米
国
銀
行
の
融
資
残
高
ー
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
米
連
銀
理
事
の
議
会
証
言
）
で
あ
る
。
金
額
の
大
き
さ
、
開
発
途
上
国
の
経
済
運
営
、
返
済
状
況
か
ら
「
信
用
不
安
」
「
国
際
金
融
不
安
」
を
言
う
こ
と
は
容
易
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
う
・
少
し
南
北
問
題
の
中
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
国
際
経
済
協
力
が
一
層
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
－272－
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